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→四ラ蓋
「
て
ん
か
ん
」
と
い
う
病
気
＇

を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。
私
は
こ

の
脳
神
経
系
の
病
気
と
闘
っ
て

3
0年
に
な
る
。
薬
で
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
し
克
服
で
き
る
病
気
だ
が

と
か
く
偏
見
が
多
い
。
私
の
周

り
に
は
就
職
を
断
ら
れ
て
自
ら

死
を
選
ん
だ
人
す
ら
い
る
と
い

う
現
実
を
知
っ
て
ほ
し
い
。

て
ん
か
ん
の
患
者
は
全
国
で

約
1
0
0

万
人
と
さ
れ
、
原
因

は
出
産
時
の
障
害
な
ど
先
天
的

要
因
、
交
通
事
故
な
ど
後
天
的

要
因
に
分
か
れ
る
。
症
状
が
多

岐
に
わ
た
る
の
が
特
徴
で
、
知

的
障
害
を
併
発
す
る
重
度
の
ケ NPO法人

「桂の樹」理事長 土屋豊和氏

m
 

ー
ス
か
ら
、
日
常
生
活
に
ほ
ぼ

支
障
は
な
い
が
年1、

2

回
け

い
れ
ん
な
ど
の
発
作
を
起
こ
す

軽
度
な
ケ
ー
ス
ま
で
様
々
だ
。

私
は4
歳
で
初
め
て
け
い
れ

ん
発
作
を
起
こ
し
た
。
総
合
病

院
の
診
断
は
「
難
治
性
の
て
ん

か
ん
」
。
小
学
校
入
学
後
も
発

作
は
止
ま
ら
ず
、
あ
る
友
達
は

「
倒
れ
る
子
と
は
遊
ん
で
は
い け

な
い
と
言
わ
れ
た
か
ら
遊
ば

な
い
」
と
突
き
放
し
た
。
体
育

の
授
業
は
教
師
の
判
断
で
見
学

さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
少

年
野
球
も
で
き
な
か
っ
た
。

両
親
が
案
じ
た
い
じ
め
は
中

学
で
ひ
ど
く
な
っ
た
。
靴
を
隠

す
、
敦
科
書
へ
の
い
た
ず
ら
書

き
な
ど
ぱ
日
常
茶
飯
事
。
そ
れ

で
も
父
は
「
い
じ
め
ら
れ
て
も

① 

患
者
のE

“ 

偏見多い「てんかん」
っ
ち
ゃ
．
と
よ
か
ず
1
9
7
5

年
神
奈
川
県
生
ま
れ
。
出
産
時
の
障

害
か
ら4
歳
で
て
ん
か
ん
を
発
症
。

高
校
在
学
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

を
機
に
福
祉
の
道
を
目
指
し
、
2
0

0
0

年
仏
教
大
学
社
会
学
部
卒
業
。

0
7年
に
て
ん
か
ん
患
者
の
自
立
支
援

を
目
指
す
特
定
非
営
利
活
動
法
人

(
N
P
O
法
人
）
「
桂
の
樹
」
を
設

立
し
た
。

段
と
激
し
く
な
っ
た
。

主
治
医
の
田
中
正
樹
医
師

（
現
田
中
神
経
ク
リ
ニ
ッ
ク
院

長
）
か
ら
は
睡
眠
不
足
と
薬
の

飲
み
忘
れ
だ
け
は
注
意
す
る
よ

う
言
わ
れ
て
い
た
。
両
親
は
、

朝
は
黒
、
夕
は
赤
の
マ
ジ
ッ
ク

で
薬
袋
に
日
付
を
書
い
て
く
れ

た
が
、
そ
れ
も
守
ら
な
か
っ
た
。

休
む
な
。
病
気
に
負
け
る
な
」
成
人
後
、
な
ぜ
怒
ら
な
く
な

と
怒
鳴
っ
た
。
そ
の
気
持
ち
が
っ
た
か
両
親
に
尋
ね
た
。
発
作

理
解
で
き
ず
に
ぶ
つ
か
り
、
母
や
い
じ
め
に
苦
し
む
私
を
見
て

親
に
は
「
何
で
こ
ん
な
体
に
産
き
た
両
親
は
、
色
々
な
こ
と
が

ん
だ
ん
だ
」
と
当
た
っ
た
。
し
た
い
年
ご
ろ
な
ら
好
き
な
こ

高
校
に
進
み
、
周
囲
の
影
響
と
を
さ
せ
よ
う
と
思
っ
た
と
い

で
バ
イ
ク
の
免
許
を
取
っ
た
。
＇
う
。
外
で
発
作
が
起
き
て
打
ち

親
に
内
緒
だ
っ
た
た
め
免
詐
は
ど
こ
ろ
が
悪
く
て
命
を
落
と
し

没
収
。
そ
の
件
を
境
に
両
親
は
て
も
受
け
入
れ
る
、
と
。
見
捨

私
に
ほ
と
ん
ど
干
渉
し
な
く
な
て
た
の
で
は
な
か
っ
た
と
初
め

っ
た
。
見
捨
て
ら
れ
た
と
勝
手
て
知
り
、
涙
が
止
ま
ら
な
か
っ

に
思
い
、
夜
遊
び
や
非
行
は
一
た
。
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フランスパン職人’ ゚
0 年 l‘) パ ち，一ーフ女結白いりれで

療

聾検証論文を
漢方医学の普及状況

8コマ以上の授業 大学主催の講師
を必修化 漢方外来を設置 育成制度を導入

フィリップ・ビゴさん

医学教育でも高まる比重

患
者
と
情
報
共
有

漢
方
に
科
学
の
光
を
当
て
、
現
代
医

療
に
生
か
す
試
み
が
相
次
い
で
い
る
。

日
本
東
洋
医
学
会
は
、
有
効
性
や
安
全

性
を
科
学
的
手
法
で
検
証
し
た
論
文
を

3
0
0

本
以
上
集
め
た
リ
ポ
ー
ト
を
公

表
。
慶
応
大
学
医
学
部
は
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
で
蓄
え
た
患
者
デ
ー
タ
を
診
療
に

，
役
立
て
る
問
診
シ
ス
テ
ム
を

1
0施
設
に

広
げ
る
。
い
ず
れ
も
、
漢
方
治
療
の
エ

ビ
デ
ン
ス
（
医
学
的
根
拠
）
を
医
師
や
＇

患
者
に
分
か
り
や
す
い
形
で
示
し
て
お

り
、
漠
方
の
普
及
に
弾
み
が
つ
く
と
関

係
者
は
期
待
し
て
い
る
。
．

漢
方
を
め
ぐ
り
、
「
証
拠
に

基
つ
く
医
療
（E
B
M
)」
の

普
及
を
進
め
て
い
る
日
本
東
洋

医
学
会
のE
B
M
特
別
委
員
会

が
、
2
0
0
5

年
か
ら
公
表
し

て
い
る
「
エ
ビ
デ
ン
ス
レ
ポ
ー

ト
」
の
1
0年
版
が
こ
の
ほ
ど
ま

と
ま
っ
た
。1
9
8
6

年
以
降

に
発
表
さ
れ
た
「
ラ
ン
ダ
ム
化

比
較
試
験
」
(
R
C
T
)
に
基

づ
く
漠
方
の
臨
床
試
験
の
研
究

論
文3
4
5

本
を
集
め
た
。

が
ん
、
傭
環
器
系
、
呼
吸
器

系
な
ど2
1の
傷
病
領
域
ご
と
に

分
類
、
そ
れ
ぞ
れ
に
漠
方
製
剤

の
臨
床
試
験
の
概
要
が
、
目
的
、

研
究
方
法
、
参
加
人
数
、
安
全

性
に
関
す
る
評
価
、
主
な
結
論
、

評
価
者
の
コ
メ
ン
ト
ー
ー
な
ど

標
準
化
し
た
項
自
ご
と
に
ま
と

め
て
い
る
。
患
者
に
も
理
解
で

き
る
よ
う
平
易
な
言
葉
で
作
成

し
て
お
り
、
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
公
表
し
て
い
る
。

特
別
委
の
津
谷
喜
一
郎
委
貴

長
（
東
京
大
学
大
学
院
薬
学
系

研
究
科
特
任
教
授
）
は
「
国
内

で
は
漢
方
に
関
す
る
R
C
T
が

年
間
2
0ほ
ど
実
施
さ
れ
て
い
る

が
、
手
法
が
不
適
切
だ
っ
た
り

症
例
が
少
な
か
っ
た
り
す
る
例

も
少
な
く
な
い
。
同
レ
ポ
ー
ト

は
、
エ
ビ
デ
ン
ス
の
レ
ベ
ル
の

現
代
医
療

患者データ集め分析
賢
治
セ
ン
タ
ー
長
が
問
診
や
脈

診
、
腹
診
な
ど
で
、
「
月
経
前

症
候
群
」
と
診
断
。
当
帰
芍
薬

散
（
と
う
き
し
ゃ
く
や
く
さ
ん
）

や
五
苓
散
(
i
、
J
れ
い
さ
ん
）
な

ど
の
漠
方
製
剤
を
処
方
さ
れ

た
。
症
状
は1
年
ほ
ど
で
和
つ

ぎ
、
仕
事
に
支
障
が
で
る
こ
と

は
な
く
な
っ
た
。

ヘ
タ
を
蓄
積
。
今
年
度
か
ら
は
千

葉
大
病
院
や
富
山
大
病
院
な
ど

全
国
1
0施
設
に
運
用
を
広
げ
、

今
後
3

年
間
で3
万
人
分
の
デ

ー
タ
蓄
積
を
目
指
す
。

渡
辺
セ
ン
タ
ー
長
は
「
大
量

の
デ
ー
タ
を
集
め
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
で
分
析
す
る
こ
と
で
、

ど
の
漢
方
薬
が
ど
ん
な
体
質
の ど

ん
な
症
状
に
効
く
か
探
る
の

が
狙
い
」
と
語
る
。
「
シ
ス
テ

薬
城
）

方
茨
所
ム
の
精
度
を
高
め
れ
ば
、
患
者

一
人
ひ
と
り
に
合
わ
せ
て
漠
方

漢
（
究

で
る
研

片
す
ラ
を
処
方
す
る
診
断
支
援
の
ツ
ー

哉
正
ム

\
F

諏
因
ツ
ル
に
な
る
。
患
者
自
身
が
通
院

の
を
の
の
た
び
に
治
療
効
果
を
グ
ラ
フ

宍
，
：
J
闘
疇
で
確
認
で
き
、
患
者
主
体
の
医

]
\
、
三
言
厚
鱈
い
《
て
治
る
か
）

ア
し9

』
．
｀
・
半
信
半
疑
だ
っ
た
」
と
語
る
の

.
i
i
 

高
い
研
究
論
文
を
収
集
、
評
価
同
セ
ン
タ
ー
の
「
漢
方
問
診
は
、
東
京
都
日
野
市
の
副
田
龍

す
る
の
が
目
的
だ
」
と
語
る
。
シ
ス
テ
ム
」
は
、
患
者
が
現
在
男
さ
ん(
8
1
)
。

4

年
前
、
尿

治
療
現
場
で
も
デ
ー
タ
の
蓄
の
症
状
の
ほ
か
、
食
欲
や
睡
眠
に
血
が
混
じ
る
た
め
近
く
の
病

積
に
向
け
た
取
り
組
み
が
目
立
の
質
な
ど
の
程
度
を
1
i

1
0

院
を
受
診
し
た
と
こ
ろ
、
「
前

つ
。

0

の
数
値
で
端
末
に
入
力
。
さ
立
腺
が
ん
の
疑
い
が
あ
る
」
と

強
い
生
理
痛
に
悩
み
、
仕
事
ら
に
、
医
師
が
診
断
し
、
処
方
，
医
師
に
告
げ
ら
れ
た
。
以
前
か

を
休
む
こ
ど
も
あ
っ
た
都
内
の
し
た
漢
方
薬
な
ど
の
情
報
を
加
ら
の
か
か
り
つ
け
医
の
石
川
友

福
祉
職
、
‘
高
山
栄
子
さ
ん

(
3
4
、
え
、
1

人
に
つ
き1
0
0
0

項
章
•
石
川
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
同
市
）

仮
名
）
は0
6年
6

月
、
慶
応
大
目
を
超
す
情
報
を
蓄
え
る
。
院
長
に
相
談
、
処
方
さ
れ
た
補

学
漢
方
医
学
セ
ン
タ
ー
（
東
京
同
セ
ン
タ
ー
は
、
過
去

2

年
中
益
気
湯
を
ベ
ー
ス
に2
1の
生

•
新
宿
）
を
受
診
し
た
。
渡
辺
間
で
約
5
0
0
0

人
分
の
デ
ー
薬
を
入
れ
た
漢
方
を
服
用
し
た

と
こ
ろ
、
症

改
善
。
「
体

の
活
用
促
す
状
が
徐
々
に

の
状
態
に
よ
っ
て
成
分
を
調
整

し
て
も
ら
い
、
体
調
が
良
い
状

態
が
続
い
て
い
る
」
と
い
う
。

石
川
院
長
に
よ
る
と
、
同
ク

リ
ニ
ッ
ク
は
年
間
約1
0
0
0
.

人
が
受
診
。
「
ほ
ぼ
す
べ
て
の

科
の
患
者
に
及
ぶ
が
、
最
近
は

心
の
病
や
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎

の
患
者
が
目
立
ち
、
不
妊
の
相

（ツムラ調べ。2010年3月末時点。対象は医学部を持つ大学や医科大学の合計80大学）

予師ね質会日議 のマさの来大を
想がるの長本論ーは以れコを学持ツ
さまこ高は東す漢 76 上‘ア開のつム
れすとい強洋る方大の大勺設う全ラ
るまで臨調医時は学授学 l °ち国に
°す‘床す学代効に業卒キ医 78 80 よ
消増漠研る会はく上を業ユ学大のる
化え方究゜の終かる必まラ教学大と
器るををー寺わど‘°修でム育が学‘
手こ偲積今沢つう 化にがで漠や医
術とつみ後捷たか し 8 提漠方医学
後が匝医重‘年官を たコ唱方外科、部

で
の
腸
の
動
き
の
改
善
、
糖
尿

病
に
よ
る
神
経
症
状
の
緩
和
、

認
知
症
の
周
辺
症
状
改
善
な
ど

漠
方
が
使
わ
れ
る
領
域
は
広
が

り
続
け
て
い
る
」
と
語
る
。

東
京
大
学
医
学
教
育
国
際
協

カ
研
究
セ
ン
タ
ー
の
北
村
聖
教

授
は
「
科
学
的
な
根
拠
の
蓄
積

が
進
ん
で
漠
方
薬
の
ス
テ
ー
タ

ス
が
上
が
り
、
若
手
が
漠
方
薬

を
手
掛
け
る
意
欲
に
つ
な
が
っ

た
。
今
後
は
若
手
に
も
科
学
的

根
拠
を
蓄
積
す
る
研
究
に
ど
ん

ど
ん
参
画
し
て
ほ
し
い
。
そ
の

結
果
普
及
が
加
速
す
る
好
傭
環

が
生
ま
れ
る
」
と
み
て
い
る
。

u
"
"』

木
村
彰
）

電
子
版
の
「
ラ
イ
フ
」
セ

ク
シ
ョ
ン
で
も
オ
リ
ジ
ナ
ル

コ
ラ
ム
「
患
者
は
働
く
」
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。

談
も
あ
る
」
と
い
う
。
・

業
界
最
大
手
の
ツ
ム
ラ
も
科

学
的
検
証
を
進
め
る
。
同
社
は

四
洋
薬
で
治
療
が
難
し
い
疾
患

に
高
い
効
果
を
発
揮
す
る
漠
方

薬
を
「
育
薬
処
方
」
と
呼
び
、

0
4年
以
降
、
こ
れ
ら
の
効
果
の

科
学
的
解
明
に
力
を
入
れ
、
茨

城
県
阿
見
町
の
ツ
ム
ラ
研
究
所

で
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

長
・
短
所
の
認
識
を

そ
の
一
っ
が
、
胸
焼
け
を
感

じ
る
「
非
び
ら
ん
性
冑
食
道
逆

流
症
」
に
対
す
る
「
六
君
子
湯

（
り
っ
く
ん
し
と
う
）
」
の
作

用
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
。
冑
酸

が
食
道
組
織
を
傷
つ
け
て
し
ま

う
の
が
原
因
だ
が
、
胃
酸
の
分

泌
を
抑
え
る
西
洋
薬
が
効
き
に

く
い
患
者
で
も
、
六
君
子
湯
は

食
道
組
織
を
回
復
す
る
効
果
が

動
物
実
験
で
推
測
さ
れ
て
お

り
、
今
後
、
作
用
の
仕
組
み
を

詳
し
く
検
証
す
る
。
、

た
だ
、
「
漢
方
へ
の
国
民
の

理
解
は
ま
だ
ま
だ
足
り
な
い
」

（
業
界
関
係
者
）
の
が
実
情
。

例
え
ば
、
漢
方
薬
は
効
果
が
「
緩

や
か
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
根

強
い
が
、
安
嬰
な
利
用
は
禁
物

だ
。
9
0年
代
に
は
、
肝
炎
の
治

療
に
使
う
「
小
柴
胡
湯
（
し
ょ

う
さ
い
こ
と
う
）
」
と
イ
ン
タ

ー
フ
ェ
ロ
ン
の
併
用
で
死
亡
例

が
相
次
い
だ
こ
と
も
あ
る
。

専
門
家
か
ら
は
「
進
み
始
め

た
検
証
の
成
果
を
国
民
に
還
元

し
、
漢
方
の
長
所
と
短
所
、
有

効
性
と
限
界
に
つ
い
て
、
患
者

と
医
師
が
認
識
を
共
有
し
な
が

ら
使
っ
て
い
く
姿
勢
が
求
め
ら

れ
る
」
と
の
揺
摘
が
聞
か
れ
て

い
る
。

（
新
沼
大
、

編
集
委
員

「
も
し
‘

め
て
か
しl、

オ
ー
ス
ト
―

相
に
就
任

ラ
ー
ド
さ
＇

記
者
会
見

た
。
4

歳
一

て
き
た
貧

中
央
政
界

点
に
。
両
一

ご
と
か
ら

国
に
し
た
’

豪
州
初
（

て
2
0
0
[

前
首
相
を
一

な
行
政
手
i

補
」
の
呼
一

挙
を
控
え
一

ッ
ド
氏
の
一

ゃ
、
派
閥
〗

一
気
に
辞
i

i
 

さ
を
見
せ4

し
て
の
初
＂

も
あ
る
柔
i

業
界
と
激l
i
 

資
源
新
税
｛

な
妥
協
策

め
、
党
勢
[

豪
州
政
i

て
知
ら
れ
―

豪
州
な
ま5

で
野
党
議l

と
も
多
か
一

モ
ア
で
周5

せ
持
つ
。
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